






























業地の群馬県桐生、栃木県足利を視察し、東京工業学校を訪問して講師の交渉と講習用具の調達に当たった。信濃教育会の機業染色講習は、二回（一八九九～一九〇〇）長野市で開催され、県下各郡でも伝達講習が行われた。受講者は二八六四人、備付器具は三六九台に達し、補習科に機業と染色の 科目が設けられるようになった。上伊那郡赤穂尋常高等小学校長に転任し 福沢泰江村長と協力して赤穂農工補修学校、赤穂染織学校（現赤穂高等学校）を創設している。〇五年退職後、ハワイに渡り ホノルル日本人小学校に勤め、一一年帰国し、丸子町 就 ている。
　
実学教育を通じて地域の教育・産業の基礎を作り、さらには、























































































































































































可能ならば、 本書に紹介の 「柴崎家文書」 を閲覧したいものである。【参考文献】・ 『丸子中央小学校百年史』 （丸子中央小学校百年史刊行会〈長野
県小県郡丸子町丸子中央小学校内〉
　
昭和四八年一〇月）
・ 『丸子町誌
　
歴史編
　
下』 （丸子町発行
　
平成四年三月）
・中村一雄『信州近代の教師像
　
続』（東京法令出版
　
平成七年
九月）
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◆『長野縣方言對照表』 （明治二二（一八八九）年）◆［言葉／郡村］
　　
［小縣郡丸子學校
　
丸子村］
　［郡／學校
　
村］
□人体名稱
　　　　　　　
俗言及方言
ひたい
　　　　　　　　
ひてくち
ほう
　　　　　　　　　
ほうっぺた
くちびる
　　　　　　　
くちべた
まゆげ
　　　　　　
まえけ
した
　　　　　　
へら
ほぞ
　　
へそ
ゆび
　　
えび
あし
　　
子供に用ふ
　
あんぎよ
しりのはた
　　　　　　
しりっぺた
まへかみ
　　　　　　　
めへかみ
のんど
　　　　　　　　
のど
□動物名稱ざこ
　　　　　　　　　
じやこ
たぬき
　　　　　　　　
たのき
とび
　　　　
とんび
へび
　　　　　　　　　
へび
けもの
　　　　　　　　
けだもの
うぐひす
　　　　　　　
おもきす
にはとり
　　
にはっとり
ほたる
　　　　　　
ほーたろ
かに
　　　　　　　　　
がに
かひこ
　　　　
けひこ
うま
　　　　
おま
いぬ
　　
いの
つばめ
　　　　　　
つばくら
かはからす
　　　　　　
かーからす
かへる
　　　　
げへろ
せみ
　　　　　　　　
じみ
はへ
　　
へひ
とんぼ
　　　　　　
とんぶ
あとさりむし
　　　　　
へこ
□植物名稱くぬぎ
　　　　　　　　
くのき
ささげ
　　
ささぎ
－43－
たいこん
　　　　　　　
でいこ
にんじん
　　
ねんじん
ごぼう
　　　　　　　　
こんほう
めし
　　　　　　　　　
おまんま
よもぎ
　　　　
もぐさ
たばこ
　　
たぼこ
げんげ
　　
ほうねんくさ
もろこし
　　　　　　　
とうもろこし
じやがたらいも
　　　　
かひたい
いも
　　　　　　　　　
まるいも○上州いも
すり
　　　　　　
ばかいも
□物品名稱さみせん
　　　　　　
しやみせん
ふんこ
　　　　　　　　
ふんこう
かまど
　　
へっつい
けんくわん
　　　　　　
けんくわ
ひも
　　　　　　　　　
ひぼ
ひとすぢ
　　　　　　　
ひと づ
てぬぐひ
　　
てのげひ
かひき
　　　　　　　　
けいき
きせる
　　
きせろ
さいふ
　　
せいふ
たらひ
　　
たれひ
ゆみ
　　　　　　　　　
いみ
ひばし
　　　　
しばし
うこん
　　
おこん
ざうり
　　
じようり
もとゆひ
　　　　　　　
もてひ
あんどう
　　
あんどん
ぶたい
　　　　　　
ふてい
□雜言あそぶ
　　　　　　
あすぶ
さびしひ
　　　　　　　
さむしひ
とくに
　　　　
とっくに
ありく
　　
あるく
をしわる
　　　　　　
をさる
かはゆ
　　
かはいい
こればかり
　　　　　　
これっきり
－42－
おもし
　　　　　　　　
よもてい
つめたし
　　　　　　　
つべてい
うつむく
　　
うっ むさめ
じゆつなし
　　　　　　
せつねい
いたたく
　　　　
おんくれ
のせる
　　　　　　　　
いっける
なぎる
　　
なぐる
うつ
　　　　　　　　　
ぶつ
はたらく
　　　　　　　
かまける
たたく
　　　　　　
くらせる○どうづく
よろしい
　　　　
ゆるしい
あたたか
　　
のくとい
おほきい
　　
でかい
はひる
　　　　　　　　
へひる
たいそう
　　　　
いらい
でまかせ
　　
でほーでー
たれ
　　　　　　　　　
どいつ
こやつ
　　　　　　　　
こいつ
あち○こち
　　　　　　
あっち○こっち
ただ
　　　　　　
たった
あまり
　　　　　　　　
あんまり
いまそっと
　　　　　　
もっと
あしこ
　　　　
あすこ
あれほと
　　　　　　　
あらほと
そのやうな
　　　　　　
そんな
このやうな
　　
こんな
うろ
　　　　　　　　　
ねな
ごちそう
　　　　　　　
ごっそう
そらこと
　　
そらっこと
うらやまし
　　　　　　
うれーましー
おどろく
　　　　
おとける
たまきる
　　
たまける
たいがへ
　　
ていげへ
しほから
　　
しほっぱい
これら
　　　　　　　　
ころり
いきたわ
　　　　　　
いきとう
やまひ
　　　　
あんべわるい
父を呼ぶ
　　　　　　　
とーさ
　
おとっさん
人を呼ぶ
　　
（生徒）おい
其地に區別なき音
　　　
いえゐゑ區別なし
